
ア
イ

ヌ
の
流
通
生
活

と
貨
幣
形
態

越

崎

宗

一

闘
、

序

言

往
古

我
北
海
道

(
蝦
夷

島
)
は
津
輕

と
共

に
出
列

に
屡
し
、
鎌
倉
時
代

に
は
陸
奥

に
属
し

て
居
た

が
其
威
令

は
行

は
れ

て
ゐ
な
か

つ
た
様

で
あ

る
。
(
北
海
道
廃
編
纂
北
海
道
史
四
〇
頁
)

叉
安
東
氏
時
代

(
西
暦

一
四
五
六
年

よ
り
約
百
年

間
)

に
は
本
道

南
部

に
移
佳

し
た

日
本

人

(
和
人
)
が
勢

力
を
増
大
し
た
が
然

し
實

質
上
日
本

の
支
配

下
に
は
無

か
つ
た
。
徳
川
封
建
的
申
央
集
構

が
蝦
夷
島

に

及
ん
だ
十
六
世
紀
末
葉

以
後

に
於

て
始
め

て
北
海
道

は
實

質
上
日
本
領
土

と
な

つ
た
と
構
し
得

よ
う
。

日
本

の
武
力

に
よ
る
支
配
椹

が
蝦
夷
島

に
完
全

に
行

は
れ
た
以
前

に
は
、
北
海
道
は
實

に
ア
イ

ヌ
の
北
海
道

で

あ

つ

た

の

で
あ

る
。
筆
者

は
今

こ

玉
に
ア
イ

ヌ
の
北
海
道
時
代

に
於

て
、
ア
イ

ヌ
は
如
何
な
る
段
階

の
流

通
生
活
を
螢

ん
で
ゐ
た

か
を
考
察

し
、
併

せ
て
貨
幣

の
問
題

に
言
及

せ
ん
と
欲
す
る
。

こ
れ
は
軍

に
ア
イ

ヌ
に
關
す
る
考
古
學

的
論
述
を
な
す

の
が
目
的

で
は
な
く
し
て
、
他

日
筆
者

が
畿
表

せ
ん
と
す

る
本
道

の
経
濟
的
史
的
襲
展

の
背
景

冨
爵
σq
3
賃
巳

と
し

て
述

べ
て
置
き
た

い
と
思

ふ
の
で
あ

る
。
叉
樺

太

は
我
日
本

の
武
力
支
配

が
完
全

に
行
届

か
な
か

つ
た
爲

に
、
途

に
明
治

八
年

千
島

と
交

換

に
露
西
亜

に
引
渡

さ
ね
ば
な

ら
な

か

つ
た

ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
轡
形
態

一
四

】



ア
イ
ヌ
の
流
涌
生
活
と
貨
讐
形
態

一
四
二

し
、
且

つ
樺
太

ア
イ

ヌ
は
本
道

ア
イ

ヌ
と
多
少
風
俗
習
慣
を
異

に
し

つ
瓦
も
、
要
す

る
に
本
道

を
通

つ
て
渡

つ
て
行

つ
た
ア
イ

ヌ
が

永
年

の
環
境

に
よ
る
多
少

の
相
違

に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
も
筆

を
及
ぼ
し
た

い
。
然

し
ア
イ

ヌ
が
淺

し
た
記
録
と

い
ふ
檬
な
も

の
に
乏
し
く
、
從

つ
て
本
道
樺
太
等

に
入

つ
た
パ
イ
オ

ニ
ー
ア
日
本

人

の
手

に
成
る
所

謂
ア
イ

ヌ
生
活

の
記
録
を
吟
味

し

つ
」
辿
る
以
外

に
方
法
は
無

い
。

只
吾

人
は
考
古
學

・
人
類
學

等
に
よ

つ
て
記
録
以
前

の
状
態
を
明

か
に
し
て
貰

ふ
事
を
期
待

し

得

る
に
過
ぎ
な

い
。

吾

々
は
先

づ

こ
玉
に
流
通

の
意
義
を
は

つ
き

り
さ

せ
て
置
き
度

い
。
流
通
を
交
換

よ
り
更

に
廣
義

な
も

の
と
し

て
、

一
維
濟
輩
位

(
一
個
人
、

一
家

族
、

一
部
落

叉
は

一
種
族
)
よ
り
他

の
維
濟
軍
位

へ
財

が
移
り
行
く

こ
と
を
意
味
す

る
。
(
流
逓
の
詳
し
い
定
義
に
就

て
は
輻
田
博
士
流
懸
鰹
濟
講
話
肇
照
の
事
)

以
下
ア
イ

ヌ
の
場
合

に
就

て
こ
れ
を
考
察
し
よ
う
。

二
、

ア
イ

ヌ
と
他
種
族
と

の
流
通

ミ

シ

バ
セ

ア
イ

ヌ
は
可
な
り
古

く
か
ら
他
種
族

と
流
通
歌
態

に
在

つ
た
。
齊

明
天
皇

の
四
年

(
西
暦

六
五
八
)
齋
愼
を
討

つ
た
と

い
ふ
こ
と

が
皮

上

に
見

え

て
ゐ
る
が

(
北
海
道
史
二
〇
1

一=

頁
)
此
記
事

よ
り
察

す
れ
ば
既

に

=
二
〇
〇
年
飴

以
前

に
ア
イ

ヌ
は

ツ

ン
グ
ー

ス

族
併

び
に
大
和
民
族

と
流
通
關
係

に
在

っ
た
も

の
と
見
得

る
。
以
後
奈
良
朝
、
平
安
朝
爾
時

代

に
は
度

々
渡
島
蝦
夷

が
獣
皮
外
産
物

を
朝
貢
し
た
記
事

を
散
見
し
得
る
。
即
ち
之
等

は
贈
與

の
形
式

で
あ
り
、
日
本

か
ら
も

ア
イ

ヌ
に
返
禮

し

て
ゐ
る
。
例

へ
ば
持
統

天

イ

ナ

サ

ム

シ

シ

ラ

シ

ユ
ヱ

サ
ウ

皇
の
十
年

(
六
九
三
)
三
月
朔
越
度
島
の
蝦
夷
伊
奈
利
武
志
と
粛
愼
志
良
守
叡
草
と
に
錦
砲
袴
緋
紺
施
斧
等
を
賜
つ
た
。
養
老
二
年

(
七

一
八
)
に
は
渡
島
蝦
夷
出
朋
蝦
夷
と
共
に
都
に
上
り
馬
を
貢
し
、
延
暦
二

一
年

(
八
二
〇
)
に
は
渡
島
蝦
夷
貢
献
の
獣
皮
を
私

に
買
取

る
事
禁
制

の
布
令

が
出
た
。
(北
海
道
史
年
譜

一
-

二
頁
)
安
東

氏
時
代

以
後
和
人

が
蝦
夷

地

へ
移
佳

し
始

め

て
か
ら
は
日
本



人

と

の
交

易

は
釜

々
盛

ん
と

な

り
、

ア

イ

ヌ
は

漁

猿

を

主

と

し
其

獲

る
塵

は

自

用

に
供

し
其

絵

る
塵

を

以

て
和

人

と
交

易

し

た

る
も

の

～
様

で
あ

る

。

北

海
道

ア

イ

ヌ
は

更

に
進

ん

で
奥

朋

地
方

に
至

つ

て
和

人

と
交

易

し

た
。

(北
海
道
史
七
入
頁
)

ア

イ

ヌ
は
他

方

北

に
海

を

隔

て
た

山

丹

人

と
交

易

し

て

ゐ

た
。
阪

倉

源

次
郎

が

元
文

四
年

著

し
た

北
海

随

筆

に
は

「
ソ
ウ
ヤ
の
交
易
物
の
内
錦
青
玉
弊
は
カ
ラ
フ
ト
島
よ
り
持
來
る
と
也
、
カ
ラ
フ
ト
島
惣
名
は

タ
ラ
イ
カ
イ
と
云
…

・此

タ
ラ
イ
カ
イ
よ
り
北
方

に

営
り
て
サ

ン
タ
y
マ
ン
チ
ウ
と
い
ふ
慮
は
是
北
高
麗
也
と
い
へ
・り
、
錦
青
玉
等
も
此
爾
國

よ
り
渡
し
來
る
為

タ
ラ
イ
カ
イ
の
者
ど
も
爾
國

へ
あ
き
な

い
に
行
て
常

に
交
易
す

ろ
と
也
」

と
見

え

、

叉
近

藤

重

藏

は

「
蓬

要
分

界

圖
考

」

に
云

「
蝦
夷
入
山
丹
入
日
、
唐
太
地
よ
り
山
丹
地
に
到
り
山
丹
地
よ
り
満
洲
ギ
チ
に
到
・リ
イ
チ
制
瀞
ツ
ト
な
経
て
ヌ
ソ
〃

タ
イ

へ
出
ギ
リ
ウ
ラ
彪
過
て
瀞

チ
ョ
に
到
ろ
。
暇
夷
山
丹
入
毎
歳

ギ
チ
に
お
ひ
て
満
洲
と
交
易
な
な
す
、
時

々
ヌ
ン
〃
タ
イ

瀞
チ

ヨ
に
至
ろ
も
の
有
と
」

(蝦
夷
風
俗
彙
纂
後
編
三

所
牧
)

樺

太

ア
イ

ヌ
は

山

丹

以

外

に

オ

ロ
ツ

コ
、

ス
メ

レ

ン
ク

ル
と
交

易

し

て
ゐ

た

。
而

し

て
交

易

晶

は

獣

皮
米

酒

木
綿

煙
草

斧

針

鍋

の

類

を
渡

し
錦

玉
煙
管

其

他
鷲

屑

及

び

ト

ナ
リ

(
獣

皮

を

以

て
製

し
縄

に
か

へ
用

ゆ

る

も

の
)

等

を
受

取

つ
た
。

交

易

の
爲

め
族
行

す

る
時

は

酋

長

は

一
隊

の
先

導

を

爲

し
た

と

い

ふ
こ

と

で

あ

る
。

(青
山
氏
極
北
の
別
天
地
二
八
頁
)

北

海

道

ア

イ

ヌ
が

鐸

捉

島

へ
行

つ

て
交

易

す

る
時

に
は
沈

黙

交

易

亀
①三

賃
註
・
の
形

式

で
行

は
れ

た

と

い
ふ

こ
と

が
蝦
夷

見
聞

志

に
見

え

て
ゐ

る

が

、
揮

捉

人
は

更

に

「
扱
姦

夷
入
と
霧

し
馨

。翠

叉
か
の
鑑

駐
釜

の
入
と
霧

穿

る
も
あ
り
、
藩

ゑ
呈

に
讐

よ
ろ
こ
ぼ
し
む
る
悪

杢

風
と
し
て

唯

め
づ
ら
し
春
も
の
な
本
國

へ
多

く
も
ち
行
事
な

手
ぶ
ら
と
し
衷

る
も
の
な

る
べ
し
、
こ

の
英
斯
歌
未

亜
の
入
揺
捉

に
お
ひ
て
蝦
夷

の
入

に
蓮

ひ
し

事
あ
・り
と

い
ふ
説

有
」
(
彙
纂
後

編
三
所
牧
)

ア
イ

あ

流
涌
生
活
と
貨
幣
形
態

、

酋

三



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
幣
形
態

一
四
四

と
述

べ
て
ゐ
る
。
而

し

て
此
沈

蹴
取
引
は

「
英
斯
歌
未
亜

の
風
な
り
と
か

や
、
不
審
な
り
」
と
し

て
ゐ
る
。

輻
田
博
士
は
沈
獣
交
易

は
交

換

の
最

も
原
始
的
形
態

な
り

と
す

る
ポ

ス
ト
、

ル
ト

ル
ノ
ー
、

シ

ユ
ラ
ー
ダ
ー

の
諸
読
を
排

し
て
こ
れ
は
梢
進

ん
だ
民
族

の
間

に
於

い
て
行

は
れ
、

一
種

の
宗
敏
的
迷
信

か
若
く

は
肚
會
的
因
襲

の
爲

め
に
交

換
當
事
者

の
相
接
見
す
る
を
禁
す

る
交
換
行
爲

で
あ

る
と
見

ら
れ
た
。
(
流
涌
纒
濟
講
話
三

一
〇
i

三

一
一
頁
)
高

垣
博
士
も
沈
織
交

換

の
行

は
る

玉
理
由
を

「
爾
者

が
封
等

の
僚
友

と
し

て

準
和
的

に
相
會
す

る
こ
と
を
得
す

叉
封
等

の
敵

と
し

て
武
装

の
市
場

に
相
會

す
る

こ
と
を
得

ざ
る
が
故

…
…
又
當
事
者

の

一
方
が
他

方

の
動
静
を
知
ら
す
從

つ
て
相
手
方

の
來

る
を
待

つ
よ
り

は
そ

の
貨
物
を
遺

留
す

る
を
便

と
す

る
よ
り
起

る

べ
く
或

は
叉
當
事
者

が

未

知
人

に
封

し

て
懐
く
蓋
恥

心
よ
り
來

る

こ
と
が
あ
ら
う
」
(
貨
幣
の
生
成

一
五
i

一
六
頁
)

と
見

て
居

ら
れ
る
。
右
何

れ
に
該
當
す

る

や
研
究
家

の
高
見
を
侯

つ
。

罠
、

ア
イ

ヌ
種
族
内

の
流
通

ア
イ

ヌ
は
松
前
統
治

以
前

に
就

て
知
ら
る

」
庭

少
し
と
雄

も
徳
川
時
代

の
記
録

を
通

じ

て
考

ふ
る
時
は
馬
経
濟
史
上
漁
猿
民
族

に

属

し
、
魚
獣
を
主
た

る
食

料
と
し
之

に
補
助
的

に

一
部
農
作
物

を
食

し

て
ゐ
た
。
且

つ
ビ

ユ
ヒ
ヤ
ー

の
封
鎖
的
家
内
経
濟
を
螢
み
男

女
間

に
職

能
分

割
行

は
れ

て
、
男
子
は
漁
磯
を
螢

み
且
つ
之

に
用

ふ
る
武
器
器
具
を
製
し
舟
を
建
造
す

る
。
女
子
は
主
と
し
て
植
物

性
材
料

に
關
係

せ
る
仕
事
即
ち
耕
作
、
紡
績
、
織
布
等
を
分
澹

し
消
費
方
面

に
て
は
食
物

の
調

理
に
當

る
。
之
は
洋

の
東
西

を
問

は

す

経
濟
嚢
展

の
初
期

に
於

て
、
材
料
攣
形

の
專

門
職
業

な
く
各
家
族
内

に
於

て
起

り
來
る

一
切

の
欲
望
を
満
足

せ
し

む
る
最

善

の
方

法

で
あ

つ
た
。

か

」
る
段
階

に
於

て
ア
イ

ヌ
に
は
如
何
な

る
形
態

に
於

て
流
通
現
象
存
し
た
か
を

次
に
述

べ
て
み
よ
う
。



イ
、
賓

禮

ア

イ

ヌ
は

相

互
間

に
惜

し

み
な

く
與

へ
合

ふ
種
族

で
あ

る
。

こ

れ
は

原
始

民
族

内

に
あ

つ

て
交

換

以
上

に
遙

に
重

大

な
流

通

の
役

割

を

な

し

た
様

で
あ

る
。

中

央

濠

太

刺

利

亜

土

人
な

ど

著

し

い
此

特

性

を
有

し

て

ゐ

る
。

蝦

夷

國

志

(
丈

化
)

に
は

「
夷
入
の
食
事
多
く
に

一
日
に
爾
度
な
・り
、
若
客
等
あ
・り
て
夜

に
至
る
時
な
ど
は
三
四
度
其
絵

に
も
及
べ
る
事
あ
り

亦
食
事
の
時
外
よ
り
入
來
ろ
事
あ
れ
ば
其
入
殿
の
多
少
な

い
に
ず
家
の
者
と
ひ
と
し
く
食
存
す

」
め
、
す
べ
て
微
少
の
食
物
と

い
へ
ど
も
我

日
入

に
て
喰
ふ
と
い
ふ
事
あ
ら
ず
其
座
に
あ
ろ
ほ
ど
の
入
に
に
こ
と
4
＼
く
配
分
し
て
喰
ふ

…

大

い
に
漁
猛
等
あ
・り
し
と
毒
は
親
類
胴
友
な
ま
れ
き
て

本
邦
に
て
俗
に
振
舞
な
ど

い
ふ
溝
如
き
の
事
な
な
す
こ
と
も
あ
り
、
逡
方
毒

族
入
來
ろ
事
あ
れ
ば
幾
日
と
い
ふ
事
な
く
留
置
て
食
事
の
中
尤
夷
入

の
美
と
愛
す
う
も
の
あ
盤
し
て
饗
慮
す

る
事
な
ど
も
あ
る
な
り
、
是
等
す

べ
て
飲
食
の
事
に
つ
含
て
夷
入
の
性
淳
朴
に
し
て
親
愛

深
く
交
際
和
睦
ぜ

ろ
{畢
な
お
も
ひ
浄μ
か
る
べ
し
」
(
θ粟
纂
前
編
入
所
睡牧
)

と
見

え
、
叉
蝦
夷
雑
書

に
は

「
些
少
の
酒
と
難

ど
も
他
入
の
傍

に
て

一
入
飲
む
事
な
し
、
聯
に
て
も
配
分
し
共
に
飲
む
な
り

」
(同

上
所
牧
)

と
あ
る
が
如
く
、
他
入

に
喜
ん

で
與

ふ
る
風
俗

が
あ

つ
た
。
之
は
必
ら
す

し
も
遣
り
放

し
で
は
な
く

お
互

に
與

へ
合

ふ
i

即
ち
必

ら

す

し
も

等
債

々
値

の
交

換

で
は

な

い
が
接

待

の
形

式

で
流

通

し

て
ゐ

た
課

で
あ

る
。

更

に
進

ん

で
は

「東
遊
記
に
蝦
夷
入
隣
家
な
ま
れ
春
て
酒
秘
振
舞
ふ
こ
と
あ
り
、
夫
の
代
り

に
婦
入
行
事
あ
れ
ば
宿
ぷ
噸
壷
や
う
の
物
も
持
行
垣
に
掛
置
て
己
に
少

ば
か
り
飲
み
蝕
り
は
其
壷

に
入
れ
置
て
家
つ
と
に
す
」
(千
島
志
料
、
彙
纂
後
編
八
所
攻
)

と
あ

る
が

如

く
家

へ
土
産

に
持

蹄

る
例

竜

あ

る
。

酋

長

叉

は
富

者

は

一
方

的

に
給

付

す

と

見

ら
れ

る

こ
と

が

あ

る
。

蝦

夷
雑

書

に

目

く

「
一
ケ
年

一
爾
度
乙
名
或
は
富
徳
の
者
粟
酒
な
遊
り
近
郡
に
至
ろ
迄
老
幼
男
女
招
き
集
め
飲
酒
ぜ
し
め
其
時
乙
名
な

る
も
の
標
の
削
り
表
る
も
の
な

ア
イ

ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
轡
形
態

一
四
五



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
雷
形
態

一
四
六

以
て
遣
り
し
輪
の
如
き
も
の
な
冠
り
躍
る
。
他
入
立
騒
ぎ
な
ど
し
終
て

一
統
輪
廻
り
の
躍
な
始
む
、
男
女
互
に
飲
酒

す

ろ

こ

と
書
夜
歎
葎
霊
事
あ

り
、
之
な
カ
モ
イ
ノ
ミ
と
云
ふ
」
(同
上
所
牧
)

以

上

の
如

く
賓
禮
は
先
づ
交

換

に
先

ん
じ
て
起

つ
た
著
し

い
流
通
現
象

で
あ
る
が
、
賓
禮

に
封
す

る
返
禮
は
即
ち
贈
與

よ
り
交

換

へ
邉
移

の
過
渡

を
示
す
。

ビ

ユ
ヒ
ヤ
ー

の
學
げ

て
ゐ
る
例

に
よ
る
と
、
申
央
濠
太
刺
利
亜

の
デ
イ
ー

リ
ー
族

で
は
贈
物
を
受
く
れ

ば

彼
等
は
相
手

が
欲
す

る
物
を
返
禮
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と

い
ふ
。
普
通

か

玉
る
方
法

に
よ

つ
て
己
が
所

要

の
品
物
を
遠

隔

の
地
よ
り

得

る
こ
と
が
出
來

る
と

い
ふ
。
(
櫨
田
課
経
濟
的
丈
明
史
論
入
二
頁
)

原
始
民
族

に
於

て
は
老
人

に
物
を
與

へ
る
と

い
ふ
美
風

が
存

し
て
ゐ
る
こ
と
は
探
瞼
家

ア
イ
ヤ
も
報
告

し
て
ゐ
る
し
、

ス
ペ

ン
サ

ー
、

ギ

レ
ン
は
申
央
濠
太
刺
利
亜

の
低
度

民
族

に
於

て
老
人

に
食
物
を
供
給

す
る

こ
と
が
各
人

の
義

務

で
あ
り
、
且

つ
喜

ん
で
之

を

鑑
す

と

い
ふ
こ
と
を
報
告
し

て
ゐ
る
。
穗
積
陳
重
先
生

の
所
謂
敬

老
俗

が
獲
達
し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
(
流
涌
経
濟
講
話

二
三
九
ー
二
四

三
頁
)

蝦
夷

國
志

に
も

「
も
し
至
て
わ
つ
か
の
物
に
て
醗
分
す
べ
か
ら
ざ
う
も
の
に
其
座
の
申
に
て
老
入
あ
ろ
ひ
に
小
見
な
ど
に
あ
六
へ
て

一
入
に
食
ぜ
し
む
る
事
も
あ
る

な
り
、
老
衰
の
夷
或
に
重
病
等
の
夷
佳
居
近
§
に
あ
り
て
養
ふ
べ
き
入
も
な
く
飲
食
心
に
ま
か
せ
ざ
る
も
の
に
は
食
事
の
表
び
ご
と
に
か
な
ら
ず
持

行
て
喰
に
し
む
」
(
藁
纂
後
編
八
所
牧
)

と
あ

つ
て
、

一
般

に
弱
き
人

に
封

し
物

を
給
與
す

る
風
俗

が
よ
く
行

は
れ

て
ゐ
た
と
思
は
れ

る
。

右

の
外
原
始

民
族

に
於

て
は
諸

々
の
儀
式

に
物
を
遣
り
取
り
す

る
。

ア
イ

ヌ
の
年
中
行
事

で
あ

る
熊
途
り

に
は
近
隣

は
勿
論

親
戚

故

奮
を
悉
く
招
待

し
酒

と
熊

の
料

理
を
馳
走
す

る

こ
と
は

よ
く
人

の
知
る
塵

で
あ

る
。
此
他

ア
イ

ヌ
に
あ

つ
て
は
結

婚
式

の
場
合
、

佳
家
を
薪

に
竣

工
せ
る
場
合

に
は
特

に
酒
宴
を

張

つ
て
接
待
す
る

の
で
あ
る
。

ロ
、
相

緩



ア
イ

ヌ
は
元
來

一
夫

一
婦

の
家
族

制
度

を
有
し

て
ゐ
る

が
、
然

し
妻

に
子

の
な

い
時

に
は
妾
を
蓄

ふ
こ
と
は

一
般

に
行

は
れ

て
ゐ

た
。

此
他

に
財
力
あ
る
者

叉
は
酋
長

の
如
き
灌
力

あ
る
者

は
妻

の
外

に
妾
を
蓄

へ
て
ゐ
た
者

が
多

か
つ
た
。
往
時
國
後

島

の
脇

乙
名

ツ
キ
ノ

ヱ
が
妻
妾

十
八
入
を
蓄

へ
腱

々
に
家

を
構

へ
猫
身

に
て
佳
居

せ
し
め

て
ゐ
た

と

い
ふ
。
(
あ
い
ぬ
風
俗
略
志
五
ご
頁
)

ア
イ

ヌ
研

究
家

ジ

ヨ

ン
バ
チ

エ
ラ
ー
も

「
ア
イ

ヌ
人

の
妻
達

(
ア
イ

ヌ
は
多
妻
主
義

で
あ

る
)
は
別

々
の
家

に
佳

ん
で
ゐ
る
」

(
ア
イ
ヌ
入
と
其

観
話
五
二
頁
)
と
鼓
ひ
、
外
國

の
例
を
見
れ
ば

ワ
イ
ツ
も
云

つ
て
ゐ
る
如
く
、

一
夫
多
妻
制

の
行

は
れ

て
ゐ
る
亜
米
利
加

印
度
族

の
間

に
於

て
は
妻
毎

に

一
つ
の
小
屋

を
有
す

る
を
常

と
し
て
ゐ
る
と

い
ふ
。
(
経
濟
的
丈
明
史
編
四
二
頁
)
即
ち
各
妻

が
夫

々

一
個

の
佳
居
を

有
す

る

の
は

一
夫

多
妻

の
俗
あ

る
原
始
種
族

の
間

の
通
則
と
見

て

い
玉
。
吾

々
が
ア
イ

ヌ
は
子
が
無

け
れ
ば
何
故
妾
を
蓄

へ
て
ま

で

子
殊

に
男

の
子
を
欲
す

る
か
ー

を
財
産
制
度

よ
り

考

へ
て
見
た

い
。

バ
チ

エ
ラ
ー

は
云
ふ
。

「
何
故

ア
イ

ヌ
入
溝
男
の
乎
な
欲
し
溺
る
か
に
付
て
は
三

つ
の
重
な
ろ
理
由
が
あ

ろ
。
第

一
に
父
が
死
亡
し
穴
場
合
に
家
族
の
祭
司
と
し
て
こ
の
役

が
鞍

ら
る
　

、と
・
第
二
鼻

翠

婁

纂

則
㌍
翠

ご
撃

禦

い
寮

ρ
戴

響

逮

、
第
三
に
漿

族
の
家
長
と
奄

祷

に
年
少

者
あ
ろ
と
告
は
父
に
代
り
て
父
権
秘
行
使
し
ま
た
父
な
も
扶
養
し
得
う
か
ら
で
あ
る
」
(
ア
イ
ヌ
入
と
其
説
話
五
二
頁
)

之

に
依

つ
て
見
れ
ば
少
く
も
家
屋
家
具
家

費
等

に
就

て
は
ア
イ

ヌ
は
昔
か

ら
私
有
財
産
制
度
を
守

つ
て
來
た
も

の
」
如
く
思
は
れ

る
。
乍
然
高
倉
氏
も

「
北
海
道

ア
イ

ヌ
の
肚
會

生
活
」
(法
経
會
論
叢
第

一
號
)
に
於

て
述

べ
ら
れ
た
様

に
、
ア
イ

ヌ
は
各
部
落
が
其

部

落
共

有

の
漁
猿
匠
を
持

つ
て
ゐ
て
他
部
落
員

が
之

に
立
入

る
こ
と
を
得
な

か

つ
た
等

の
事
實

が
存
し

て
ゐ
た

こ
と

か
ら
考

へ
る
な
ら

ば

、
彼
等

は
共
産
的
な
色
彩
を
帯
び

て
生
活
し

て
ゐ
た

こ
と
は
事
實

で
あ

る
。
畢
寛
漁
独
匠

の
部
落
員

平
等

の
利
用
樺

な
る
意
義

の

共
産
制
は
動
産
等

の
私
有

を
拒

否
せ
る
も

の
で
は
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。

か

の
猫

乙

の

マ
ル
ク
共
産
艦

寓

9。降
ぬ
窪
。器
o蕊
。げ
、浄

で

も
森

林
、
草

地
、
放
牧
場
、
河
川
等
は
共
産
罷

の
所
有

で
あ
り
、
家

屋
宅
地
は
部
落
員

の
個
人

の
所
有

で
あ

つ
た
。

マ
ル
ク
團
艦

の

ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
幣
形
態

一
四
七



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
留
形
態

一
四
入

如
き
農
業
共
産
罷
は
原
始
共
産
制

の
最
後

の
段
階

で
あ
つ
た
。
生
産
力

の
獲
展

に
基

づ
く
農
業

の
集
約

化
と
分
業

の
獲
達

と
は
農
業

共
産
盟
崩
壌

の
原
因
を
な
し
た
。
ア

イ
ヌ
の
場
合

に
も
共
産
制

の
習
慣

は
漸
吹
崩
壌
し

て
行

つ
た
事
實

が
認

め
ら
れ

る
。

(
前
掲
高
倉

氏
論
丈
法
経
會
論
叢
第
・一
號

一
八
六
頁
)

ア
イ

ヌ
の
相
綾
制
度

は
ど
う
な

つ
て
ゐ
た
か
と

い

へ
ば
、
長
子
結
婚
す
れ
ば
先
づ
別

居
し
て
生
計
を
別

に
し
次
男
三
男
も
同
様

で

あ
る
が
、
最
後

ま

で
家

に
留
う

て
父

母
と
生
活
を
共

に
し
父
母
を
扶
養
す
る

の
は
末

子

で
あ
る
。
随

つ
て
傳
來

の
寳
物
其
他

の
財
産

の
如

き
も
父
母
を
扶
養
す

る
末

子
に
最

も
多
く
與

へ
る
風

が
あ

つ
て
、
此
黙
ア
イ

ヌ
は
古

來
末

子
相
績

で
あ
る
。

(
河
野
常
吉
北
海
道

醤
土
入
九
頁
)
こ
れ
は
今
日
文

明
人

の
習
慣
と
大
憂
違

つ
て
ゐ
る
檬

で
あ

る
が
、
現
在
は
長
子
相
績
制

に
な

つ
て
ゐ
る
。

(佐
々
木
長
左

衛
門
増
補
ア
イ
ヌ
の
話
五
七
頁
)
樺

太

ア
イ

ヌ
の
パ

フ

ン
ケ
、

ア
ト
イ

サ
ラ

ン
デ
、

シ
ベ

ケ

ン
ニ
シ
の
語

る
庭

に
よ
れ
ば
、
家

の
主
人
死

す
れ
ば
其
子
供

の
内

の

一
番
年

長
男

子
が
相
績

し
、
男

子
な
き
時

は
女

子
相
績

し
家

屋
敷
實
物
等

の
財
産

を
相
績
す

る
。
即
ち
長
子

相
績

で
あ
る
と
。
(
極
北
の
別
天
亀

]
=

一頁
)

ハ
、
繭

罪

ア
イ

ヌ
は
罪
を
腰

ふ
爲

に
財

の

一
方

的
流
通

を
行

つ
て
ゐ
た
。
北
海
随
筆

に
は

「
蝦
夷
の
法
な
犯
し
不
禮
有
時
は
罪
の
債
と
し
て
寳
物
を
出
さ
し
め
て
相
手
に
謝
す
。
其
罪
の
輕
重
に
よ
り
て
寳
物
の
数
に
増
減
あ
り
、
表
と
へ
に

寳
物
二
十
と
云
時
は
エ
ク
シ
一
刀
な
幽
し
て
も
鍔
、
小
柄
、
目
貫
と
取
分
け
て
二
十
の
鍛
に
入
る
也
」

「
不
義
ぜ
し
も
の
と
い
へ
ど
も
此
つ
く
な
ひ
な
も
つ
て
事
濟
む
溺
故
に
し
ひ
て
孚
ひ
論
ず
と
い
ふ
事
も
な
し
」

と
見

え
、
蝦
夷
國
志

に
は

「
喧
嘩
孚
圃
の
事
あ
れ
に
員
れ
る
者
の
方
よ
り
あ
や
ま
り
の
謹
と
し
て
寳
器
彪
出
す
な
り
、
是
な
つ
ぐ
な
ひ
と
樽
す
。
・:
・
ツ
グ
ノ
ヒ
と
い
へ
る
に

と
り
も
な
彪
さ
ず
鳳
ふ
の
嚢
に
て
前
に
し
ろ
ぜ
る
が
如
く
罪
な
犯
し
衰
ろ
事
あ
れ
ば
其
あ
や
ま
り
の
謹
と
し
て
寳
器
な
出
さ
し
め
其
罪
を
侃
ば
す
な



・り
」
(
彙
纂
後
編

一
所
牧
)

と
あ
る
が
如

き
、

又
夙

に
新

井
白

石

の
蝦
夷
志

(
享
保

五
年
)

に
も
寳
を
用

て
罪
を
贈

ふ
記
事
あ
り
、
薪

山
質

の
蝦
夷
風
土
記

(
寛

政
元
年
)
に
も
出
二
損
珍
寳

一
以
償

二
其
罪

一な
ど
と
見

え

て
ゐ
る
様

に
、
蝦
夷

の
間

で
は
法
律
上

の
犯
罪

は
要
す
る

に
多
く

の
場
合
罪

金

で
事
濟

ん

で
ゐ
た

の
で
あ
る
。
前
述

せ
る
北
海

随
筆
・に
も
あ

る
如
く
、
姦
通

も
財
貨

の
移
輻

に
よ
り
解

決
が

つ
い
た
。

樺
太

で
は
酋
長

の
模
力

は
絶
封
無
限

で
其
命

令

に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
習
慣

で
あ

つ
た
が
、
酋

長

に
封
し
悪

口
叉
は
侮
辱
な

ど

す

る
者

あ
ら
ば
寳
物

が
湊
牧

さ
れ
た
。
ア

シ
ン
ベ

(
罪
金
)

と
稔

せ
ら
れ

る
も

の
が
そ
れ

で
あ

つ
た
。
樺
太

で
は
此
外

に

(
一
)
殺

人
(
及
未
逮

)
、
(
二
)
傷
害

、
(
三
)
窃
盗

、
(
四
)
姦
通

、
(
五
)
放
火
、
(
六
)
誘
拐
、
な
ど

に
野

し

て
ア

シ
ン
ベ
が
課

せ
ら
れ

た

の
で
あ

る
が

(
極
北
の
別
天
地
四
五
-

六
二
頁
)
本
道

ア
イ

ヌ
の
場
合

で
も
同
様

で
あ

つ
た
。

昌
、
結
婚
の
身
代
金

成
年

に
達
し
た
男
子
が
妻
を

迎

ふ
る
時

に
里
方

へ
其
身
代
金
を
與

ふ
る
習
慣
は

世
界
中
殆
ん
ど
総

て
の
民
族

の
聞

に
行

は
れ
た
。

今

日

の
結
納
金

は
其
遺
風

と
見

ら
れ
る
。
乍
然

之
は
或
意
味

に
於

て
早
婚
を
防
ぐ
自
然
的
制
限
と
見
ら
れ
、
維
濟
上
結

婚
能
力

に
達

し

た

一
誰
擦

と
も
見
ら
れ
る
。
蝦
夷

土
産

(
安
政
四
年
)
に
は

「
蝦
夷
入
の
妻
な
貰
ふ
に
あ
カ
ひ
な
遣
す
事
な
り
、
こ
の
債
と
い
ふ
は
夷
入
賓
と
唱
ふ
る
太
刀
鍔
目
貫
線
頭
行
器
酒
桶
等
な
・り
、
是
等
の
品
た
遣
し

て
縁
な
結
ふ
事
故
蜜
な
き
者
は
妻
な
持
事
成
溝
表
し
」
(
彙
纂
前
編
十
所
牧
)

と
見

え
て
ゐ
る
が
、

こ

玉
に
至
れ

ば
吾

々
は

一
方
的
流
通

と
稻
す

る
よ
り

は
、
寧
ろ
双
方
的
流
通
即

ち
費
買
結
婚
な

る

こ
と
を
知
る

の
で
あ
る
。
即
ち
未
だ
當
時

の
ア
イ

ヌ
の
間

に
在
り

て
は
需
要
は
家
族
内

で
充
し
分
業

に
よ
る
交

換
は
甚

だ
少
な

か
つ
た

の
で
あ

る

が
、
そ
れ
で
も

一
方
的
流
通
と
共
に
費
買
ー

即
ち
費
買
結
婚
に
於
け
る
如
き
意
味
の
ー

換
言
す
れ
ば

一
方
的
給
付
と
之
に
封
す

ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
働
…形
態

一
四
九



ア
イ

ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
幣
形
態

一
五
〇

る
代
償

の
観
念

が
襲
達
し
始

め
て
ゐ
た

こ
と
は
明

で
あ

る
。

ホ
、
交

換

日
本
人
と
接
燭
し
始

め
た
頃

の
ア
イ

ヌ
の
経

濟
生

活
は
漁
猿
を
主

と
し

て
封
鎖

的
家
内
経
濟
を
螢

み
、
男
子
は
共
同

の
漁
猟
匝
域

を
有

し
て
生
産

に
於

て
に
共
産
的
生
活
を
螢

み
、
女

子
は
主
と
し

て
消
費
方
面
を
分
憺

し

一
家
族

を
軍
位

と
し
て
自
給

自
足
生
活
を

管
ん
で
ゐ
た
。
即
ち
此
段
階

に
在
り

て
は
分
業

に
よ
る

一
家
族

と
他
家

族
と

の
交

換
を
必
要

と
せ
ざ
る
状
態

に
あ

つ
た
も

の
で
、
商

品
生
産

の
観
念
は
少
く
も
種
族
内

に
あ

つ
て
は
無

か
つ
た
と
思

は
れ

る
。
即
ち
高
倉
氏

も

「
ア
イ

ヌ
に
就

て
み

て
も
部
落
内
部
個
人

間

の
分
業

は
殆

ん
ど
獲
達

し

て
ゐ
な

か

つ
た
」
(前
掲
高
倉
氏
論
交

一
八
六
頁
)

と
述

べ
ら
れ
た
。
北
海
道
本
島

の
ア
イ

ヌ
の
古

老

の
語

る
塵

に
よ
る
と
、
ア
イ

ヌ
は
死
者

と
共

に
死
者

が
生
前
大
切

に
し

て
ゐ
た
寳
物
及

び
使
用
し

て
ゐ
た
器
物

の

一
部
を
葬
ろ

た

と

い
ふ

事

で
あ
り
、
事
實
獲
掘

さ
れ
た
本
道
樺
太
北
千
島

の
古
墳

に
就

て
之

等

の
品

を
見

る
の
で
あ

る
。

(河
野
常
吉
ア
イ
ヌ
の
副
葬
品
、
入
類

學
雑
誌
第
二
+
九
巻
二
號
)

之
は

つ
ま
り
昔
時

人
と
其

使
用
品

と
の
間

に
宗
敏
上
人
格
的
不
離

の
観
念

が
あ

り
、
貨
物

が
人
格
性

か
ら

解
放

せ
ら
れ
ざ

る
限
り
自
由
な

る
交

換

の
障
害

と
な
る

の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
交

換
が
獲

達
し

て
ゐ
な
か

つ
た

こ
と
を
裏
書

す
る
。

之

は
西
漱
諸
國

の
原
始

民
族

に
就

て
も
同
様

で
あ

つ
た
。
殊

に
ア
イ

ヌ
の
場
合

に
就

て
面
白

い
と
考

へ
ら
れ
る

の
は

「
間

々
模
造
品

を
以

て
實
物

に
代
用
し
た
事

で
あ
る
。
即
ち
手

輕

い
寳
物
や

日
用
品
を
模
造

し

て
副
葬
品

に
充

て
た
事

で
あ
る
」
(
前
掲
河
野
氏
論
丈
)

河
野
氏

は
其
原
因
は

『
蓋

し
維
濟

上
か
ら
來
た
も

の
』

と
し

て
居

ら
れ
、
如
何

な
る
経
濟
上

の
意

か
明
白

で
な

い
が
、

こ
れ
は
漸

次

ア
イ

ヌ
が
流
通
生
活

の
焚

達
申

に
於

て
、
其

使
用
品
が
次
第

に
人
格
性

か
ら
解

放

せ
ら
れ
交

換

へ
の
道
程

に
近
づ
き

つ
、
あ

つ
た

ζ

と
を
示
す

も

の
で
あ
ろ
う

と
思

ふ
。
蝦
夷
草
紙

(
寛

政
二
年
)

に
は

「
蝦
夷
賭
島
金
銀
鐘
の
麺
用
な
し
、
土
人
と
土
入
と
の
交
易
に
太
刀
及
び
小
濫
具
矢
筒
の
類
な
以
て
交
易
な
す
る
事
な
り
。
是
等
に
彼
地
の
蟹
物
と



す
ろ
物
に
■て
山
奥
に
大
切
に
秘
藏
す
る
事
な
り
」
(
同
書
凡
例
の
部
)

と
見

え
て
ゐ
る
が
、
此
寳
物
は
即
ち
ア
イ

ヌ
の
聞

に
於
け
る
交
換

の
媒
介
手
段

で
あ

つ
た
。

四
、

ア
イ

ヌ
の
貨
幣
形
態

以
上
吾

々
は
ア
イ

ヌ
肚
會

に
於
け
る
流
通

の
種

々
相

を

一
瞥

し
た
が
、
之

等
を
通

じ

て
貨
幣
形
態

の
問
題

に
鯛

れ

て
み
た

い
。

貨
幣

の
問
題
は
所
有
制

度

乏
切

り
離

つ
て
考

ふ
る
こ
と
は
出
來

ぬ
。
即

ち
若

し
吾
人

が
完

全
な
る
共
有
財
産
制
度
を
想
定
す
る
時

は
流

通
手
段

た
る
貨
幣

の
必
要

を
認
め
得
な

い
。
乍
然
世
界

の
歴
史

の
示
す
塵

に
よ
れ
ば
、
流

通

の
全
く
無
か

つ
た
と

い
ふ
こ
と
は

焚

見
さ
れ
な

い
の
で
あ

つ
て
、
彼

の
村
落
共
産
饅

に
於

て
も
生
産
手
段
た

る
土
地
は
共
有

で
あ

つ
て
も
土
地

の
牧
穫
物
申

の
或

も

の

は

私
有

で
あ
り
、
殊

に
土
地
割
替
制
度

に
至

つ
て
は
牧
穫
物
は
各
人

の
私
有

で
あ

つ
た
。
叉
各
人

の
身

に
着

け
る
装

飾
品
、
衣
服
、

玩
弄
物

や
什
器
等

の
動
産

は
私
有

で
あ

つ
た
。
(
流
涌
経
濟
講
話
四
七
八
頁
)
今

ア
イ

ヌ
の
歴
史

に
就

て
見
る
も
、

ア
イ

ヌ
に
は
各
部
落

に
共

同
漁
猟
匠
域
を
有
し

て
ゐ
た
事
實

が
認
め
ら
る

玉
も

、
個

人

の
動
産

等

に
就

て
私
有
財
産
認
め
ら
れ
子

々
孫

々
之

が
相
績

せ
ら

れ

た

こ
と
は
前
述

の
如
く
、

ア
イ

ヌ
は
男

の
子
を
欲
し
た

こ
と
併

に
寳

物
等
が
相
績
財
産

で
あ

つ
た
こ

と

に

よ

つ

て
誰

さ
れ

て
ゐ

る
。
貨
幣

の
起
源

に
關

し
て
は
學
読

種

々
多

い
が
、

カ
ー

ル
メ

ン
ガ
ー

が
財

の
市
場
流

通
性

竃
鎚
写
魅
昌
σq
貫
寄
津

に
之
を
求
め
、

ロ

ッ

シ
ァ
ー
、
シ

ユ
モ
ラ
ー
、
ク

ニ
ー

ス
、
コ
ン
ラ
ー
ド
、
フ

エ
ル

フ
ェ
リ

ツ
ヒ
等
も
此
黙

に
想
到

し
た
。
即
ち

一
肚
會

一
團
艦

に
於

て

最

も
市
場
流
通
性

あ
る
財
が
貨
幣

と
な

る
も

の
で
あ
り
、

か
く

て

一
般
的

に
用

ひ
ら
る

玉
交

換
手
段

と
な
れ

る
財
を
ば
學
問
的
用
語

に
於

て
貨
幣

と
構
す

る
と
。
(
貨
幣
の
生
成
五
四
1
五
七
頁
)
然

し
財

の
市
場
流
通
性
は
必
ら
す
市
場

に
出

さ
れ

て
後
初
め

て
獲
得

せ
ら

れ

た
る
性
質
な
り
や
、
換
言
す
れ
ば
交

換
が
繰

返
さ
れ

て
経
験
的

に
生
出

さ
れ

た
る
も

の
な
り
や
。
私
見
を
以
て
す
れ
ば
市
場
流
通

ア
イ
ヌ
の
流
通
,生
活
と
貨
幣
形
態

一
五

一



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
幣
形
態

一
五
二

性
な
る
観
念

は
必
ら
す

し
も
實
践
的
経
過
を
経

た
も

の
に
非
す

し

て
、
其

流
通
杜
會

に
於

て
最

も
誰

に
も
欲
望

さ
れ

た
る
財

に
以
上

の
諸
學
者

が
命
名

し
た
性
質

で
あ

る
と
思

ふ
。
若

し
も
交
換
が
先
づ
行

は
れ
然

る
後

市
場
流
通
性
最
も
張

き
財

が
貨
幣

と
な
り
た
り

と
す
る
な
ら
ば
、
交
換
は

一
方

的
流

通

(
即

ち
贈
與

、
罪
金
、
相
績

な
ど
)

に
先
立

つ
こ
と
を
誰

明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
誰

に
も
欲
望

せ
ら

る

、
が
如
き
財
で
あ

る
な
ら
ば
、
交
換

の
維
験

を
経
す

と
も
之
を
有
す
る

こ
と

に
よ
り
あ
ら
ゆ

る
流
通

の
目
的
を
達

し
得
る
こ

と
は
何
人
も
想
到
す
る
塵

で
あ

る
。
原
始
社
會

に
於

て
最

も
欲
望

せ
ら
る

』
財

は
如
何
な

る
物

で
あ

つ
た

か
。

そ
れ
は
何
人

に
も
自

由

に
容
易

に
得
ら
る

瓦
物

で
は
な

い
。
螢

力
を
加

へ
て
初
め

て
得
ら
る

」
か
又
は
稀
少
性

の
物

で
又
人
聞

の
欲
望
を
最

も
多

く
充
す

性
質

の
物

で
あ

つ
た
。
か

玉
る
財

は
流
通

の
手
段

(
一
方
的
双
方

的
)

と
し
て
役

立

つ
に
至
れ
る
は
勿
論

で
あ
る
が
、
然

し
未
だ
貨

幣

と
し

て

一
般
経
濟
財
よ
り
分
離

し
て
は
居
な

か

つ
た
。
即
ち
貨
幣

と
し

て
使
用

せ
ら
る

エ
と
同
時

に
財

と
し

て
も
充
分

に
役
立

つ

て
ゐ
た
。
故

に
こ
れ
を
自
然
貨
幣

又
は
貨

物
貨
幣

宕
碧
舞
σq
・罫

≦
、碧
。お
匹
島

と
稔
す

る
。
即
ち
貨
幣

と
し

て
の
み

で
な
く
又
財

と
し

て
現
は
れ
債
値

の
上

に
於

て
何
等

の
攣

化
を
も
蒙

ら
な

い
の
で
あ

る
。
原
始
貨
幣

の
特

性
は
實

に
此
黙

に
存
す
る

の
で
あ
る
。

ア
イ

ヌ
に
就

て
見
れ
ば
他
種

族

(
大
和
民
族
、
満
洲
人
等
)

と
物

々
交
換
を
行

ひ
漁
猟

の
獲
物
を
渡

し
て
他
種
族

の
産
物

を
受
取

つ
た
。

か

玉
る
他
種
族

の
産

物

の
中
自

己
椹
力

を
他

に
封
し

て
護

揚
し
得

る
も

の
で
あ
り
、
且

つ

一
般

の
需
要

の
目
的
物

で
誰
人

に

も
欲

せ
ら
る

、
物

が
即
ち
寳
物

と
稽

せ
ら
る

玉
も

の
で
彼
等

の
間

の
流
通
手
段

と
な

つ
た

。
即
ち

ア
イ

ヌ
に
と

つ
て
は
之
等

費
物

に

よ

つ
て
贋
罪

も
出
來
れ

ば
、
喧

嘩
争
圖

の
敗
者

が
詑
び

の
誰

と
し

て
與

ふ
る
こ
と
も
出
來

、
嫁

の
結
納
金
を
も
支
佛

ひ
得

る
し
、
交

換

に
於
け
る
支
彿

ひ
に
も
充

て
得

た
。
即
ち
彼
等

に
と

つ
て
貨
幣
と
し

て

の
役
目
を
果
し
得
た

の
で
あ

る
。
如
何

に
ア
イ

ヌ
が
之

を

大
切

に
し
た
か
は
彼
等
が
山
中

に
秘
藏

し

(
北
海
随
筆
、
蝦
夷
草
紙
、
蝦
夷
風
土
記
、
西
蝦
夷
日
誌
な
ど
に
寵
す
)
且

つ
之
を
相
績

せ
し
め
子

々
孫

々
に
傳

へ
ん
爲

に
男

の
子
を
特

に
欲
し
た
黙
等

に
思
合

は
す
も
首
肯
し
得

る
盧

で
あ
る
。



然

し
吾

々
は

ア
イ

ヌ
が
財

と
し

て
尊
重
す
る
も

の

」
内

、
何
故
寳
物

と
稻

せ
ら
る

」
財

が
貨
幣
た
る
性
質
を
帯

び
、
他

の
財
例

へ

ば
飲
食
物
衣
服
獣
皮

等
が
貨
幣
た
る
性
質

を
帯

び
な

か

つ
た
か

に
就

て

一
考
し
よ
う
。

こ
れ
は
飲
食
物

に
於

て
は
貯
藏
期
間
が
短

か

い
ー

換

　　口
す
れ
ば
債

値
貯
藏

の
貼

に
於

て
不
便

で
あ
り
、
衣
服
等

に
あ
り

て
は
原
始
民
族

の
通
例

と
す

る
如
く
製

作

と
所
有

と
の

間

に
密
接

な
る
人
柊
的
關
係

あ
り

て
、
製
作
者

は
滅
多

に
之

を
他
人

に
渡
す

こ
と
を
喜

ば
ざ

る
に
ょ
る
も

の
と
思

は
れ
る
。
ア
イ

ヌ

衣
服

の
模
様

は
部
落

に
よ

つ
て
特

殊

の
模

様
が
あ
り
、
他

の
部
落

の
と
異

つ
て
ゐ
る
窯
か
ら
見

て
も
衣
服

の
交

換
と

い
ふ
様
な
も

の

は
な
か

つ
た
。
(
ア
イ

ヌ
人
と
其
読

話
六
七
頁
)
然

ら
ば
所
謂

ア
イ

ヌ
寳
物
と
は
如
何
な
る
物

で
あ
り
如
何

に
し

て
手

に
入

つ
た

か
。

寳

物

と
稽

せ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
は
主

と
し

て
装
飾
口
聞
武

器
等

の
類

に
し
て
、
之

等
は
彼
等

の
優
越

、
橿
力
な

ど
を
示
す
も

の
で
あ

つ

て
、
且

つ
永

ら
く
代

々
の
貯
藏

に
耐

え
た
。
而

か
も
次

に
見
る
様

に
他
種
族

よ
り
得
た
る
物

に
し

て
彼
等
の
間

に
は
産

せ
ざ
り

し
こ

と
を
特

徴

と
す

る
。
即

ち

ア
イ

ヌ
の
場
合

に
は
彼
等

の
種
族

の
内

に
産

せ
す
、
他
種
族

よ
り
交
換
其
他

の
方
法

に
よ
り
得

た
財

の
内

の
或
特
殊
な
も
の
が
貨
幣
た
る
性
質
を
帯
び
る
に
至
つ
た
。
蕪

に
關
し
て
マ
ル
ク
ス
は
云
ふ
。「然
し
商
品
交
換
の
獲
讐

つ
れ
て

の
穫

形
態
は
專
ら
特
殊
の
商
・糧

類
に
の
み
固
着
し
て
纂

形
態
に
結
晶
す
る
。
そ
れ
が
如
何
な
る
種
類
の
商
晶
に
固
着
す
る
か

は
偶
然

的
に
定
ま

る
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ

に

つ
い
て
は
大
艦

に
於

て
二

つ

の
事
情

が
決
定
を
與

へ
る
。

即
ち
貨
幣

形
態
な
る
も

の

は
交
換
に
依
つ
て
他
か
ら
得
て
來
た
最
重
要
の
物
口加
f

事
實
上
自
己
の
共
同
髄
に
生
じ
た
生
産
物
の
交
換
慣
値
の
原
生
的
現
象
形

態
た
る
と
ξ

の
ー

に
固
着
す
る
か
、
叉
は
自
己
の
共
同
讐

生
じ
た
譲
渡
し
得
べ
馨

田
の
主
な
る
要
素
と
な
つ
て
ゐ
る
使
用
封

象

(例

へ
ば
家
畜
の
如
き
)
固
着
す
る
か
で
あ
る
。」
と
。
(鷲

饗

素

第
暮

笙

冊
五
九
頁
)
高
垣
一博
士
も
難

に
就
い
て
他
種

族

よ
り
得

ら
れ

た
る
交

換
財

が
同

一
種
族
内

に
於

て
貨
幣

と
し

て
使

用
さ
る

き

と
は
幾
多

の
實
例

の
示
す

と
こ
ろ

で
あ
る
が
・
此

一
一
つ
の
事
實

の
間

に
は
何
等

の
必
然

的
關
係
は
無

い
と
論

か
れ
て
ゐ
る

(前
掲
書

一
〇
〇
1

一
〇

一
頁
)
。

但
如
何
な
る
事
情

の
下
に

ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
讐
形
態

一
五
三



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
鱒
形
態

一
五
四

於

て
第

一
の
形
式

を

と
り
、
如
何
な
る
場
合

に
第

二
形
式

を
と

つ
た

か
を
更

に
進
ん

で
閲
明
す

る
こ
と
は
、
特
殊
経
濟
史
を
研
究
す

る
徒

に
課

せ
ら
れ
た

一
任
務
で
は
あ

る
ま

い
か
。

ア
イ

ヌ
の
所
謂
寳
物

は
大
艦
次

の
如

き
も

の
で
あ
る
。

わ

武

器

く
古

刀
創
ー

ト

y
べ

(
光
り
輝
く

も
の
)

叉
に

イ

コ

ロ

(
所

有
物
)
と
呼
ん

で
ゐ

る
o
何
れ

も
申
勇

の
無

い
も

の
で
昔
日
本
入
は

ア
イ

ヌ
溺
申
勇

の
あ

る
刀
劔
彪
所
有
す

る
こ
と
な
禁
じ

表
と

云
は
れ

て

ゐ
ろ
。
北
海
随
筆

に
に

「
刀
は

八
九
寸

斗
り

あ
り

て
赤

さ
び

に
成

て
あ
嚇
夷
中

殺
害
の

事
な

春
故

刀
為
磨
く
事
も
な
く
蟹

物
と
し
て

秘
藏
…し
置
ゆ

へ
な
り

」
と

あ

る
如
く
中
味
な
碁

こ
と

曳
い
ひ
赤

さ
び
と

い
ひ
要
す

る
に
實

用
品

に

非
ず
蜜

物
と
構
す

る
名
轡
権
力

の
衷
象
と
し

て
貯
藏

さ
れ
た
。

鍔

、
弓
、
矢
、
鎗

、
矢
筒

、
懐

創
、
古
代

の
木
劒

、
小
柄
、
切
羽
柄
頭

、
目
貫
、
鶏

目
等
。

鰍

先
ー

蝦
夷
拾
遺
に
日
く

「賓
と
す
る
物
に
古
の
器
物
刀
劒
の
類

に
て
:
:
其
簑
の
申

に
最
尊
重
す
ろ
物
は
駅
燕
尾
に
似
て
爾
岐
に
鈴
な
掛

く
各

一
口
是
を
地
室

に
藏
…、
所
薩
す

る
時

に
祭

ろ
、
是
な

〃

ハ
サ

キ
と

い
ふ
o
」

助

装

飾

品

(

玉
、
首
飾

励

其

他
器
物

(

満
洲
器
物
及
織
物
、
日
本
漆
器
ー

シ
ソ
ト

コ
即
ち
美
し

い
品
物
の
意
、
煙
草
入
、
緑
頭
、
行
器
、
酒
桶
等

以
上

ア
イ

ヌ
の
賓

物
な
る
を
見

る
に
ア
イ

ヌ
人

の
生
産
品
は
殆
ん
ど
な
く
、
多
く
は
他
種
族

(
日
本
人
、
山
丹
人
、
満
洲
人
等
)

と
交

換
し

て
得
た
財

で
あ
る
。
此
原
始
的
交

換
を
生

ぜ
し

め
た
原
因
は

マ
ル
ク

ス
も
述

べ
て
ゐ
る
様

に

「
各
共

同
艦
は

そ
の
夫

々
の

自
然
環
境

の
内

に
相
異

つ
た
生
産
機
關

と
相
異

つ
た
生

活
資
料

と
を
見
出
す

も

の
で
あ
る
か
ら
随

つ
て
生
産
方
法

も
生
活
檬
式

も
生

産
物

も
共

同
罷

の
異

な
る
通
り
に
相
異

つ
た
も

の
と
な

つ
て
來

る
。
而

し

て
斯
く

の
如
き
原
生
的
差
異

こ
そ
各
共
同
罷
が
接
燭
す

る

場

合

そ
の
生
産
物

の
交

換
を
可
能
な
ら
し
め
、
斯
く
し

て
こ
れ
を
漸
攻

に
商
品
化

せ
し
む

る
原
因

と
な
る
も

の
で
あ
る
」
(
高
畠
繹
資
本

論
第

】
巻
第
+
二
章
三
三
二
頁
)
。

兎

に
角
ア
イ

ヌ
の
場

合

に
は
自

ら

の
生
産
品
よ
り
は
交
換
其
他

に
よ

つ
て
得

た
他
種
族

の
生
産

品
を



最

も
尊

重
し
、

や
が
で
債
値

の
尺
度

と
も
な
し
た
。
ビ

ユ
ヒ
ヤ
ー

も

「
貨
幣
は
各

種
族

が
各
自
身

に
て
は
産
出
す

る
こ
と
を
得
す
し

て
交

換
よ
り
他

の
種
族
よ
り
規

則
的
に
得

る
こ
と

の
出
來

る
如

き
交
換
貨
物
な

の
で
あ
る
…
…
夫

は
叉
自
由
勝
手

に
増
殖

せ
し
む
る

こ
と
を
得

ざ
る
も

の
な
る

が
故

に
、
そ
れ
を

以

て
人
は
各

自

の
富

の
蓄
積

に
當

て
更
ら
に
そ
れ

が
稀
少
な
り

て
ふ
こ
と
よ
り
し

て
凡

ぺ

て
の
者

よ
り
等
し
く
敷

迎
せ
ら
れ
、
爲

め
に
や
が

て
種
族
仲
間

の
取
引

の
具

に
供

せ
ら
る

瓦
に
至
る
の
で
あ
る
…
…
殊

に
著
し
き

現
象

は
漱
洲
産

の
綿
布
猟
銃

火
藥

小
刀

の
如
き
封
外
貿
易
品

が
彼
等
自
然
人

の
聞
に
於
け

る

一
般
交

換
貨
物

と
な
り
ゐ
る
其
事

で
あ

る
」
(
前
掲
書
八
七
i

八
入
頁
)
と
去

つ
て
ゐ
る
が
、
ア

イ

ヌ
の
場
合

に
も
全
く
同
様

で
あ
る
。
即
ち

ア
イ

ヌ
種
族

に
於

て
は
他
種
族

と

の
交

換
現
象
先

づ
起
り
漸
次
同

一
種
族
内

の
流
通
を
も
誘
導
し
、
か

」
る
際
償
値

の
尺
度

と
し

て
流

通
手
段

の
役
を
務

め
た
も

の

が
即
ち
他
種
族

よ
り
得
た
交
易
物
即
ち
所
謂
寳
物

で
あ

つ
た

の
で
あ

る
。

一
般
維
濟
史

の
示
す
虚

に
從

へ
ば
、
貨
物
貨
幣

の
次

に
起

つ
た
も

の
は
金
属
貨
幣

で
あ
る
が
、
此
時
代

に
於

て
も

一
々
秤
量

に
よ

ヂ

ガ
ネ

つ

て
地
金
を
計

つ
た
も

の
で
あ
り
、
所

謂
秤
量
金
屡
貨
幣
時

代

で
あ

つ
た
。

こ
れ

が
進
ん
で
錨
造
貨
幣
と
な

り

一
定

の
大
き

さ

一
定

の
形
状

一
定

の
純
分
を
表
明
す

べ
き
極
印
が
其
表

に
刻

ま
れ
た
。
之

が
更

に
進

ん
で
紙

幣
と
な
り
更

に
今

日
の
如
き
信
用
経
濟
時
代

に
は
信
用
通
貨

の
流
通
が
頗

る
多
く
な

つ
た
。
我
邦

の
貨
幣
獲

達
を
見
る

に
古

代

に
於

て
は
所
謂
貨
物
貨
幣

で
あ

つ
て
、
其
端

を
貢

献
贈
遺

賠
償
等

の

一
方
的
流
通

に
襲

し
、
次

に
肚
會

の
文

化
進
歩

し
財
物
交
換

の
慣
習

よ
り
更

に
進

み
て
費
買

の
慣
習
始
ま
る
に
及

び
、
從
前
よ
り

一
方
的
流
通

に
重

に
使
用
さ
れ

た
る
特
定

の
財
物

が
仲
介

と
し

て
用

ひ
ら
る

」
に
至

る
、
此
財
物
を
指
し

て
貨
幣
と

云

ふ
べ
く
袋

に
貨
幣

の
磯
生
を
見
る
。
(
内
田
博
士
日
本
経
濟
史
の
研
究
上
巻
三
四
六
i

)

此
時
代

に
は
貨
幣
は
主

と
し

て
稻
米
布
畠
等

で
あ
り
次
で
奴
婬
牛
馬
曲

玉
劒
鏡

等
が
貨
幣

と
な

つ
た
と
思
は
れ
る
。
地
金

が
貨
幣

と
し

て
行

は
れ
た
明
か
な
記
録

は
見

ら
れ
す
、

鋳

貨

の
起
原

に
關

し

て
は
種

々
読

が
あ
る
が
、
持

統
天
皇

八
年

(
西
暦
六
九

四
)
鋳
鏡

司

お
か
れ

正
確

に
鋳
貨

の
事
實
を
認

む
る
を

ア
イ
ヌ
の
流
逓
生
活
と
貨
幣
形
態

一
五
五



ア
イ
ヌ
の
流
通
生
活
と
貨
幣
形
態

】
五
六

得

る
。
(縄
演
大
欝
書
E
本
貨
幣
史
三

一
〇
七
頁
)
而

し

て
之
を
當
時

の
経
濟
生

活
と
結
合

し
て
考

へ
て
見
る
な

ら
ば
、
上
古
氏
族
制
度
時

代

に
は
既

に
國
家
統
治

が
此
組
織

に
依

つ
て
行

は
れ

て
ゐ
た
が

(
本
庄
氏
日
本
経
濟
些

二
七
頁
)
漸

く
漁
猿
時
代
よ
り

一
歩
農
業
時
代

に

入

り
大
禮
家
族
自

足
経
濟
と
見

る

べ
き
も

の
で
あ
る

か
ら

工
業

に
於

て
も
家

内
仕
事

の
域

を
脱
せ
す

、
多
少
規
則
的

李
和
的
な
交
換

が
市
場

に
於

て
行
は
れ

て
居

り
、
稻
米
布
畠

の
類

が
貨
幣

と
し

て
流
通

し
て
ゐ
た
。
然
る

に
勢
力

あ
る
諸
氏
争

ふ
て
各
自
滅
び
國
家

の
大
樺

天
皇

に
蹄

し
た
大
化
改
新

(
西
暦

六
四
六
年
)

に
よ
り
天
皇

の
統
治
完
成
國
家
統

一
へ
と
導

い
た
。
大

化
改
新

に
よ
り
班
田

牧

授

の
法

に
よ
り
耕
作
地
を
國
有
と
し
國

民
に
給

し
用
釜

せ
し
め
、
商
業

も
官
吏

の
監
督

の
許

に
市
場

に
於

て
公
正
に
行
は
れ
、
貨

幣

も
我
邦

に
て
鋳
造

さ
れ
た
鋳
貨
が
行
は

る

玉
に
至

つ
た
。
和
銅
元
年

(
七
〇

八
年
)

の
和
銅
開
球
銭

が
こ
れ

で
あ

る
。
然

し
こ
れ

は
先
進
國
制
度
の
模
倣
に
過
ぎ
す

一
般
取
引
に
は
貨
物
貨
幣
が
ま
だ
く

行
は
れ
て
ゐ
た
、
こ
れ
は

一
民
族
の
國
家
形
態

へ
の
過
渡

時
代

と
し

て
已
む
を
得
な

か

つ
た
こ
と

玉
思
は
れ
る
。

然

る

に
ア
イ

ヌ
は

日
本

人
が
殖
民
す

る
ま

で
は
主

と
し

て
漁
独
時
代

で
あ
り
、
從

つ
て
生
産

の
窯

に
於

て
受

け
た
る
種

々
の
制
限

は
彼
等
を
村
落
生
活
を
螢
ま

し
め
次

の
段
階

に
達
成
し

て
居

な
か

つ
た
。
そ

こ

へ
日
本
人

が
殖
民
し

て
來

て
武

力

に
よ
り
彼
等
を
歴

服

せ
し
め
、
恰
も
近
世
欧
洲
列

彊
國

が
武
力

に
よ

つ
て
殖
民
地
を
獲
得

し
、
貿
易
猫
占

の
冤
許

を
受

け
て
殖
民
地
土
人
を
塵
迫
し

て

行

つ
た
如
く
、
貿
易

の
猫
占

に
よ

つ
て
ア
イ

ヌ
を
思

ふ
ま

玉
詠

求
し
、

ア
イ

ヌ
が
更

に
次
な

る
経
濟
段
階

へ
の
磯
展
を
完
全

に
躁
躍

し

て
し
ま

つ
た
も

の
と
見
る

こ
と
が
出
來

る
。
即
ち

ア
イ

ヌ
は
原
始
的
貨
物
貨
幣
を
有
し
、
多

く
は
他
種
族
よ
り

得
た
も

の
で
あ
る

が
、
實

用
的
債
値

と
し

て
よ
り

も
寧

ろ
梅
力
財
力
を
誇

示
す

る
意
味

に
於

て
尊
重
せ
ら
れ
、
債
値

の
尺
度

と
な

る
に
至

つ
た
。

彼
等

の
生
産
様
式

は
村
落
経
濟
以
上

に
蓮

ぜ
し
め
す

、
從

つ

て
統

一
的
な
國
家

経
濟

に
達
す
る

に
至

ら
す
、
途

に
金

屡
貨
幣

へ
到

達
し
得

る
機
會
を
失

つ
た
も

の
で
あ

る
。




